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 私は「税に関すること」と聞くと、小学校のころに見た税金についてのビデ

オを思いだしました。内容は、税金の無い世界で税金によって働いている機関

などが現実と違うものになっていて、当時の私にとっては怖かった気がします。 

 そのビデオでは、道の整備やゴミの回収などがおこなわれてなくて、消防署

や警察が有料になっている他にもいろいろな不便な所や、現実ではありえない

ような様子があって見ていたら「こんな世界、嫌だなぁ」と思い始めてきまし

た。そのころは消費税ぐらしか知らなくて、いろいろな所に税金が使われてい

ると知ってびっくりしました。消防署や警察は電話をしただけで駆けつけてく

れる存在で、その際にお金がかかるとか考えたことがなかったし、学校に行く

のも、ゴミの収集もごく当たり前のことだと思っていたから、その裏に税金が

からんでいるなんてビデオを見るまで知りませんでした。 

 中学校三年で、この作文を書くために税の資料を見たら、税金にはたくさん

の種類があるとあらためて知りました。たばこ税や酒税、ゴルフ場利用税など

聞いたこともない税金があって、こんな特殊な税金もあるんだなと思いました。

他にも税金のくわしい使われ方やかかわりなど、資料を見て税金についての知

識がグンと増えました。資料を見てると、税金は私たちの暮らしにすごく役だ

っていて、身近に使われているお金なのに、私たちはその活躍に気づいていな

いんだなと思いました。それでも、当たり前の生活が成り立っているのは税金

のおかげなので、税金ってあなどれないなぁとも思いました。 

 少子高齢化が進んでいる中で、税についての問題が「高齢者を支える働き手

が少ない」ことです。こうなると、一人分の税の負担が大きくなり、その人の

収入が減ってしまうと思います。働いてる人にとっては、その負担はたぶん辛

いもので嫌になると思います。でも、働くことのできなくなった高齢者たちが

安心して暮らしていくためには、私たちの税金が必要となってくるので、これ

は「負担」よりも「人助け」ってことになるのかもしれません。 

 税金は、私たちの暮らしや経済、技術を支えてくれる大きな役割をもったお

金だと、この作文を通してわかりました。 


